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写真１ 全景                         写真２ ファサード 

 

 

「ふくぎん博多ビル」は飲食店舗を含むテナン

トオフィスビルとして計画された建物である。 

１階の一部と２階は福岡銀行博多支店となる。

敷地は福岡銀行発祥の地であり、それに相応

しい端正で品格のある建物を目指した。また、

中洲川端商店街の入口にあり、商業地域の角

地という敷地の特徴を活かし、視認性が高くか

つ奥行きのある彫りの深い特徴的なファサード

とした。 

ファサードを、軸力のみを負担するプレキャス

トコンクリート（以下PCa）の列柱を配置する構造

とすることで、前面道路側はガラス面を後退させ

室内には柱の無いオフィス空間としている。 

図１ 案内図 

 

 

尚、ファサードは北西に面しており、列柱は西日に対する日除けルーバーの機能を兼ねている。 

PCaの列柱は、軸力のみを負担する柱であり合理的かつミニマムな断面を追求した。また、視認性、彫りの深

いファサード、ルーバーとしての機能を有することなどの理由からルーバー形状の柱が求められた。 

 

 



 

                                                  写真３ ファサード 

建築概要 

建物名称 ふくぎん博多ビル 

所 在 地 福岡県福岡市博多区 

用   途 事務所、店舗 

設   計 株式会社 日建設計 

施   工 株式会社 竹中工務店 

（PC工事：ピーエス三菱） 

建築面積 1,739.13m2 

延床面積 18,390.97m2 

階  数  地上12階 地下1階 塔屋1階 

最高部高さ GL+44.7m 

構  造  鉄骨鉄筋コンクリート造 鉄骨造 

プレキャストプレストレストコンクリート造 

工  期  2006年 10月～2008年 4月（19 ヶ月） 

 

 

   

写真４ 昼景                           写真５ 夜景 

 



 

  

写真６  正面より見る                         写真７ 内観 

構造設計概要 

建物の平面形状は約50ｍ×30ｍの長方形平面を有しており、スパン18ｍ、3.6ｍモジュールのオフィス空間を

持つ片コアタイプのオフィスである。 

構造種別は、耐震要素であるコア部分をＳＲＣ造、両妻面の架構を柱SRC造、梁S造とし、オフィス部分は柱梁

共ＰＣａ架構として計画した。また、遮音性能の確保から図中左上の立体駐車場とオフィスの境界をRC壁とし、こ

れを水平抵抗要素として利用している。 

耐震計画としては、Ｘ方向はコアまわりの連層ブレース付きラーメン架構と連層耐震壁にて抵抗、Ｙ方向は外

周の連層ブレース付きラーメン架構とコアの連層耐震壁にて抵抗する計画とした。 



ブレースを連層で配置

耐震壁を連層で配置 

PCa柱は自重のみ支持 

PCa梁はスパン18ｍを梁せい９００にて支持

 

図２ 構造計画概要 



              
図３ 短辺方向軸組図 

 

  

Pca架構

＋ 

SRCコア

SRC架構

Y方向は架構の剛性バランスがよく

偏心しないが、X方向については、後述

するようにつなぎ梁がないこともあって

PCa柱架構の水平剛性が非常に小さく

偏心してしまう。そこでコア周りを強固に

すると共に、偏心によるねじれを両妻面

のY方向架構にて分担する計画とし

た。 

また、偏心による架構への影響、特

にPCa架構への影響を定量的に評価

するため、告示波を用いた時刻歴応答

解析を別途参考として行った。 

この解析により最大応答層せん断力

が保有水平耐力以下であること、最大

応答層間変形角が最大1/100以下であ

ること等を確認した。 

図４ 長辺方向軸組図 
Pca架構

＋ 

SRCコア
SRC架構
 



PCa部材の設計 

前述のように、ファサード側にあるPCａ柱は自重のみ

を受ける架構としている。 

断面220～250mm×800mmのPCａ柱は、3.6mピッチ

に2台1組にて設置している。部材断面は最大軸力と梁

からくる偏心曲げ等を考慮して最小断面にて設定した。

それに取り合う断面900mm×500mmのPCａ梁はスパ

ン18ｍで、このPCa組柱に3.6ｍピッチで架設している。

PCa梁は運搬および揚重を考慮し３分割とした。 

なお、この2台１組のPCａ柱とは別に220～250mm×

800mmのPCa製ルーバーを設置しており、ルーバーは

1.8ｍピッチとなっている。PCa柱にはつなぎ梁を設けな

い架構とし（ｔ＝250のスラブで連結）、かつ最小断面と

することで格子状の繊細な表現を目指した。 

オフィスのスパンは18ｍと大きく、長期荷重時にPCａ

梁から伝達される力が大きい。そこで、PCａ柱の一部を

切り欠いてPCa梁を乗せ掛けるディテールとした。な

お、PCａ柱およびPCａ梁は各階ごとにPC鋼棒にて連結

している。PCa柱、梁のピッチはオフィスモジュールとル

ーバー効果、設備機器の納まりを考慮して決定した。 

 

       図５ 設計時のスケッチ 

 

 

PPCC柱柱のの一一部部をを切切りり欠欠きき、、梁をを梁 乗乗

せせ掛掛けけるるデディィテテーールルをを採採用用．．

PPCC鋼鋼棒棒ににてて柱柱

とと梁梁をを一一体体化化  

@@33,,660000

 



図６ PCa部材の詳細 

 

 

                                               写真８ 実験概要 

 

部材実験 

今回使用したPCa柱は非常にスレンダーな部材断面であ

る。幅高さ比が非常に大きい（H/t＝17程度）が、「鉄筋コンク

リート造計算規準」（以下RC規準）によれば、H/tが 15以上の

場合、設計用軸力を割り増しする形で耐力の低減を見込んで

いる。しかしながらこのような幅高さ比の大きな部材の実験は

ほとんどなく、軸耐力、水平力時の挙動も不明である。また、

断面が小さいことからPC鋼線をシングル配筋とすることになり

プレキャストコンクリート造の耐力計算式の適用範囲外でもあ

る。そこで薄型PCａ柱の実大実験を行い、その挙動および断

面性能を確認した。*1*2

薄型PCa柱の挙動については以下の点が不明である。 

・RC規準にあるように座屈で決まるのか 

前述するようにRC規準の柱の項では、ACI規準を準用し許容

圧縮応力度を低減した検討式が示されている。これは幅高さ

比が大きい場合座屈による耐力低減があるものとして設定さ

れていると思われるが本当に座屈で決定するのかは不明で

ある。 

・層間変形に対してどれくらい追随できるのか 

本建物ではPCa架構に水平力を負担させない設計をしてい

る。また、時刻歴応答解析結果により最大層間変形角が

1/100以下であることを確認している。水平力を負担しない場

合、層間変形角への追随性の確認が必要である。 

・P-δ効果は部材性能にどう影響するのか 

水平耐力が小さい場合、P-δ効果の部材への影響は大きくな

る。また水平力を受ける場合、部材がS字に変形するがこの

局所的な曲げを受ける部分についてもP-δ効果による影響

はないのかが不明である。 

以上のことから実験での確認項目を以下のように考えた。

まず、どれくらいの層間変形でどのような挙動を示すか、また
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座屈するのかというポイントに絞り、一定層間変形角

での軸力増加実験を行った。次に、一般的な柱の水

平力載荷実験における挙動を確認するため、一定軸

力下（No.2：η＝0.2 No.3：η＝0.4）での正負交番くり

返し水平載荷実験を行った。 

部材サイズは160mm×600mmの長方形断面柱

（Fc60）とし、階高は4000mmの実大実験とした。幅高

さ比は25 となる。以下に実験を示す。 

 

図８ 試験体概要
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         図１０ 実験結果（η＝0.4） 
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図１１ 実験結果（試験体１）               図１２ 計算値と実験値の比較 

 

この実験を行うことにより、以下のことがわかった。 

・ 部材は層間変形角1/33の元、軸力比0.45 まで耐力を保持した。 

・ 軸力比0.2、0.4 のいずれにおいても層間変形角1/100 までひび割れは発生せず1/50程度まで安定して耐力

を保持した。 

以上より、本建物におけるPCa架構の安全性を確認することができたとともに、今後同様の薄型PCa柱を設計

するにあたって有益なデータを得た。 

                                

施工概要 

19ヶ月という工期は既存建物の解体を含んでおり

短工期プロジェクトであった。施工手順としては、現

場打ちSRC造のコアおよび両妻面の架構を先行して

施工し、PCa架構を積層工法にて施工した。この際、

PCa架構の架設が工期を決めることになる。そこで、

施工手順および施工サイクルについては綿密な打

合せを行った。 

まずPC架設作業を工種毎に順次進めていくので

はなく平面的に３工区に分割し、各工種をラップ進行

させた。またコンクリート打設工区を 2 工区に分けラ
ップ進行させた。また、このサイクルを実現するため

に仮設資材(支保工・架台)の有効活用、柱部材の 2
部材同時揚重・荷揚げ荷降しの連携によるタワーク

レーンの有効活用を行い、1フロア11日サイクル（高
層では①フロア 10日）を実現した。*3

一方、当該階PCa架構が自重＋作業荷重に加え

て上階のPCa部材重量を支持できるようPC鋼線の

調整を行い、それぞれの施工ステップにおいて部材

の安全性を確認した。 



    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１３ 施工手順と応力状態

図１４ 工区による比較 

写真－９ 施工状況全景



 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１２ サイクル工程 

下、PC部材の を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 各施工ステップ

 

   
写真１０-１ ＰＣ柱         写真１０-２ ＰＣ柱       写真１０-３ 分割ＰＣ梁建方 

   

写真１０-４ 分割ＰＣ梁建方    写真１０-５ 分割ＰＣ梁建方     写真１０-６ 分割ＰＣ梁建方 

図１６ サイクル工程 

図１５ 工区概要 



   

写真

 

１０-７ 分割ＰＣ梁接合      写真１０-８ ＰＣ鋼線配線     写真１０-９ ＰＣ鋼線配線 

   

写真１０-１０ ＰＣ鋼線緊張完了   写真１０-１１ ＰＣ梁一体化    写真１０-１２ ジャッキダウン 

 

 

 

 

 

＊１：毛利、大迫、林、常木：圧縮と曲げを受ける薄型PCaPC柱の挙動に関する実験的研究（その１）（2008年建築学会大会梗概集） 

＊２：林、常木、毛利、大迫：圧縮と曲げを受ける薄型PCaPC柱の挙動に関する実験的研究（その２）（2008年建築学会大会梗概集） 

＊３：川本、屋田、計野、毛利：薄型PCaP 柱を用いたオフィスビルの施工と構造性能確認試験（2008年 ピーエス三菱技報） C


